











像を明らかにした研究として, 金子 (    ,    ) や藤本・清・武石 (    ) があげられ
るが, その後, 中小サプライヤーを中心とし
た下層構造の一般像を把握しようとする研究
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まず, 主要製品の月産個数 (平均) をみる
と, １次サプライヤー  万個, ２次サプライ
ヤー   万個, ３次サプライヤー   万個であ























１次サプライヤー ２次サプライヤー ３次サプライヤー その他
回答企業数                
売上高 (百万円)                  
自動車関連売上比率 (％)                
販売先数                   比率 (％)            
従業員数 (人)                
うちエンジニア数 (人)            




マイナス (   ) ５％以上 (   )０～５  (   )マイナス (   ) ５％以上 (   )０～５％ (   )マイナス (   ) ５％以上 (   )０～５％ (   )マイナス (   )
(資料) 自動車サプライヤーシステムに関するアンケート調査 (単純集計・クロス集計報告書およびアンケートデータ
より独自に編集・作成｡
表２ 主要製品 (第１位回答) の生産
１次サプライヤー ２次サプライヤー ３次サプライヤー その他
月産個数 (平均)                               
受注量 (％)
(    年比) 増加                減少                
受注単価 (％)
(    年比) 増加            減少                
(資料) 表１に同じ｡
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図１ 主要製品 (第１位回答から第３位回答) のバリエーション数

































６) 藤本・清・武石 (    ) では, ３次サプライ
ヤー層はすべて, 納入先設計による生産であっ
た｡
図３ 主要製品 (第１位回答) の設計分担と収益性
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た (表３)｡ 下層にいくほど, 主力販売先と
の取引が始まってからの期間は短い傾向にあ
った９)｡ 自動車メーカーと１次サプライヤー
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表３ 主要製品の主力販売先との取引関係
( )内は％































































  ) １次サプライヤーではトヨタ   ％, ホンダ   ％, 日産   ％, ２次サプライヤーではト
























































































































表５ 海外進出サプライヤーの企業概要 次サプライヤー  次サプライヤー  次サプライヤー その他
サンプル数          
売上高 (百万円)                    
自動車関連売上比率 (％)                
販売先数                   比率 (％)            
従業員数 (人)                  




マイナス (  ) ５％以上 (   )０～５％ (   )マイナス (   ) ５％以上 (  )０～５％ (  )マイナス (  ) ５％以上 (  )０～５％ (   )マイナス (   )
(資料) 表１に同じ｡
５％以上と回答した企業が多いのが注目され




































































































































(回答企業数： ) 北米：１ 単独：１     年代：１ 市場獲得：１ 現地日系：１中国：５ 単独：５     年代：１    年代：３    年代：１ コスト削減：３市場獲得：１取引先要請：１ 現地日系：５
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が供給される ｢逆流｣ 型取引, １つ上の階層
を飛び越して２つ上の階層へと製品が供給さ




















事例―｣, 『日本経営学会誌』 第５号,   ‒  頁｡
中小自動車部品サプライヤーの階層別特徴    
金子義郎 (    ) ｢自動車関連中小工業の実態と問
題点｣, 『あいち経済時報』       , 愛知県経済
研究所｡
金子義郎 (    ) ｢自動車関連中小工業実態調査結






























面性｣, 『機械経済研究』      ,   ‒  頁｡
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